
中川 ひろたか/ぶん

ささめや ゆき/え

あかね書房

N/E/お

パンダちゃんが “あんよあんよ”

じょうずだね。

おつぎはだれかな？

きみもいっしょに “あんよあんよ”しよう。
じぶんのあしであるくって、うれしいね、たのしいね！

こさか まさみ/文

山内 彩子/絵

福音館書店

Y/D/ど

はたけにたくさんのいちごがなったので、ねずみは

みんなにおすそわけのおしらせをかきました。すると、

「いちごをすこし くださいな」と、つぎつぎとどうぶつ

たちがやってきました。「どうぞどうぞ」とねずみは

こたえますが・・・あれあれ？ねずみさん、そんなに

あげちゃってだいじょうぶ？

アクバル・ウラム/原作

ミアオ・ウェイ/改編

ワン・ホンビン/絵

髙野 素子/訳

樹立社

Y/SM/ち
あるひ、となりの くにからちえのあるおとこが

さんにんやってきて、どちらの くにのひとがかしこ

いかちえくらべをしたい、とおうさまにいいました。

そこでおうさまがよんだのは、かしこいとうわさの

アーファンティ。アーファンティはさんにんのむず

かしいしつもんに、とんちをはたらかせてうまく

こたえていきます。

三人の男とアーファンティのやりとりが、とても

ゆかいなとんち話です。

桃山 鈴子/作

井上 大成/解説・監修

福音館書店

Y/R/G/へ

はる、なのはなのはっぱのうらに、しろいたまご。

たまごのいろがかわると・・・イモムシがうまれ

ました！イモムシはたまごのからをたべ、はっぱを

たべて、なんどもからだのかわをぬいでおおきく

なっていきます。

繊細かつ鮮やかに描かれたチョウたちの成長を、

のぞいてみませんか。

シビル・ウェッタシンハ/さく

まつおか きょうこ/やく

福音館書店

Y/D/ね

eto/作

偕成社

Y/E/は

あるところに、ねこのくにがありました。ねこたちは

とてもはたらきものでしたが、たのしむことをしりません

でした。あるひ、みたこともないおめんをつけ、いしょうを

きたひとがふたりやってきて、うたを うたい、おどりを

ひろうしはじめました。

くにじゅうのねこやおうさまがこのふたりをすっかり

きにいりましたが、おめんをかぶっているので、どんな

ひとなのかがわかりません。

さて、このふしぎなおきゃくのすがおはいったい・・・？

ちっちゃなおんなのこはるは、おはながだいすき。

あるひ、はるはいちばんすきなスミレのはなをはちに

うえ、じぶんのおへやにおくことにしました。

「これでいつもいっしょだね、スミレちゃん」

すると、まんげつのよる、おつきさまのひかりをあびた

スミレは・・・。

さあ、はるとスミレのふしぎなよるのおさんぽが

はじまります。

あんよあん どうぞど

アーファンティのとんちばなし

ねこのくにの

すがたをかえるイモムシ

おきゃくさま

あかちゃん ようじ

ようじ ようじ

ようじ

おうくんといっしょ1

ようじ
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